
≪主な内容≫

▽まちの取組　令和２年度ふるさと納税の実績など

▽お知らせ　生き活きわーくセンター　ほか　

▽まちのわだい　地域おこし協力隊２名が着任

<今月の表紙>

　舞戸小校内相撲大会
　詳細はまちのわだいをご覧ください
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令
和
２
年
度
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
寄
附
実
績
報
告　

全
国
各
地
か
ら
約
１
万
７
千
件　
２
億
６
３
０
０
万
円
の
支
援
!!

　
生
ま
れ
故
郷
や
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
、

応
援
し
た
い
自
治
体
の
力
に
な
り
た
い
。

　
そ
ん
な
思
い
を
税
制
を
通
し
て
実
現
で

き
る
の
が
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
で
す
。

　
今
回
は
、
令
和
２
年
度
に
全
国
か
ら
町

に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
附
金
）
の
実
績
と
、
使
い
道
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
の
寄
附
実
績

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
実
績
は
、
延
べ
１
万
７
３
１
９
件
、

２
億
６
３
２
２
万
３
６
０
０
円
で
し
た
。

　

県
内
を
含
む
全
国
の
数
多
く
の
方
か
ら
ご

支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
始
ま
っ
た
平
成

20
年
度
か
ら
の
累
計
件
数
が
11
万
件
、
総
額

12
憶
円
を
超
え
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

▽
直
近
３
年
の
寄
附
金
額
及
び
件
数

平
成
29
年
度　

１
億
５
１
９
０
万
３
５
１
６
円

�

（
１
万
７
１
４
０
件
）

平
成
30
年
度　

３
億
１
８
４
５
万
４
０
０
０
円

�

（
４
万
１
５
８
２
件
）

令
和
元
年
度　

３
億
１
４
３
５
万
５
２
０
０
円

�

（
２
万
３
９
６
３
件
）

■
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
の
取
組
み

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
現
在
６
千
７
百
億
円

の
寄
附
額
を
生
む
大
き
な
市
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
地

域
の
魅
力
や
自
慢
の
特
産
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
、
町
と
し
て

も
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
も
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
提
供
、
開
発
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
の

開
拓
に
努
め
、
新
規
に
８
事
業
者
、
返
礼
品

50
品
の
増
加
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
７
月
現
在
、
39
の
事
業
者
に
約

２
４
０
品
の
返
礼
品
を
揃
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
後
３
０
０
品
ま
で
増
や
す
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
も
名
産
品
や
特
産
品
だ
け
で
は
な

く
、
白
神
山
地
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
タ
ク
シ
ー

プ
ラ
ン
、
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
体
験
型
の

返
礼
品
を
新
た
に
用
意
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
後
を
見
据
え
た
観
光

誘
客
に
も
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
の
ふ
る
さ
と
納
税
専
用
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
は
、
更
に
広
範
囲

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と

プ
レ
ミ
ア
ム
」、「au�Pay

ふ
る
さ
と
納
税
」、

「
セ
ゾ
ン
の
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
３
つ
の
サ

イ
ト
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
紹
介
ペ
ー

ジ
に
事
業
者
の
想
い
や
ス
ト
ー
リ
ー
が
伝
わ

る
よ
う
、
顔
写
真
や
こ
だ
わ
り
を
掲
載
し
露

出
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
寄
附
者
と
生
産
者
・
事
業
者
同
士

の
顔
が
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
、
魅
力
が
伝

わ
る
情
報
発
信
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
一
過
性
で
は
な

い
鰺
ヶ
沢
町
の
フ
ァ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
を

目
指
す
と
同
時
に
、
そ
の
魅
力
を
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
の
場
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
寄
附
者
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

・�

い
つ
も
美
味
し
い
リ
ン
ゴ
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
舞
の
海
関
で
鰺
ヶ
沢
町
を

知
り
、
毎
年
寄
附
し
て
い
ま
す
。
有
効
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
。（
埼
玉
県
在
住
）

・�

鰺
ヶ
沢
の
お
魚
大
好
き
で
す
。（
東
京
都

在
住
）

・�

白
神
山
地
へ
の
旅
行
の
際
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
期
待
以
上
に
美
味
し
か
っ
た
焼
き

イ
カ
を
家
族
に
も
、
と
申
し
込
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
親
切
な
皆
さ
ん
に
行
く

先
々
で
お
世
話
に
な
り
感
謝
。
再
訪
し
た

く
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
海
の
資
源
が

豊
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
大
阪
府
在

住
）

・�

毎
年
、
白
神
山
地
の
水
か
ら
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
う
他
の
水
は
飲
め

ま
せ
ん
。（
東
京
都
在
住
）

返
礼
品
提
供
事
業
者
、随
時
募
集
中

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
提

供
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
生
産
者
・
事

業
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
は
、
形
あ
る
「
モ
ノ
」
だ
け
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
各
種
体
験
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
広
く
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な

く
て
も
、
今
後
、
生
産
を
考
え
て
い
る
商

品
や
予
定
・
計
画
し
て
い
る
体
験
事
業
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
い
う
効
果
的
な

手
段
を
活
用
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
よ
り
強
力

に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
町
民
の

皆
さ
ま
が
と
も
に
取
り
組
む
体
制
が
必
要

で
す
。

　

ご
協
力
を
ご
検
討
い
た
だ
け
る
場
合

は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
政
策
推
進
課 

観
光
商
工
班（
○内
３
４
５
）

返礼品（一部）
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■
寄
附
金
活
用
事
業
の
紹
介

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
あ
じ

が
さ
わ
未
来
応
援
基
金
」
と
し
て
１
度
積
み

立
て
た
後
、
寄
附
者
が
選
択
し
た
「
産
業
の

振
興
」、「
教
育
文
化
の
発
展
」、「
健
康
福
祉

の
増
進
」、「
自
治
体
に
お
任
せ
」
の
４
つ
の

使
途
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
た
事
業

に
寄
附
金
を
充
当
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
寄
附
金
の
主
な
活

用
事
業
と
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
・
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

�

３
９
６
８
万
円

　

令
和
２
年
度
か
ら
必
修
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
を
行
う
た
め
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購
入
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
構
築
な
ど
、
小
・
中
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有

効
活
用
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽�

親
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
中
学
生
の
生

活
習
慣
病
健
診
・
健
康
教
育
）

�

　
５
３
万
円

　

平
成
24
年
度
か
ら
弘
前
大
学
の
協
力
を
受

け
な
が
ら
、
中
学
生
の
生
活
習
慣
病
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
意
識
付
け
と
す
る

ほ
か
、
健
診
結
果
を
親
子
面
談
で
伝
え
る
こ

と
に
よ
り
、
親
子
で
の
生
活
習
慣
改
善
の

き
っ
か
け
を
作
り
、
親
世
代
の
健
康
診
断
受

診
率
の
向
上
、
家
庭
全
体
で
の
健
康
意
識
の

醸
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

▽
鰺
ヶ
沢
町
ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金

�

２
５
０
万
円

　

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

町
民
の
各
種
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
取
組
む

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、
補
助
金
（
上
限

30
万
円
）
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
各
種
団
体
が
行
う
産
業

や
教
育
分
野
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
福
祉
な
ど

幅
広
い
分
野
の
活
動
で
公
益
性
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
事
業
で
す
。　

　

補
助
金
は
、
団
体
が
必
要
と
す
る
道
具
や

備
品
な
ど
の
整
備
、
人
材
育
成
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
充
て
ら
れ
、
い
ず
れ
の
団
体
も
有
効

に
活
用
し
、
活
動
内
容
の
拡
充
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

▽
あ
じ
バ
ス
巡
回
線
実
証
運
行
事
業

�

１
４
１
万
円

　

公
共
施
設
や
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
市

街
地
周
辺
の
移
動
経
路
を
確
保
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
よ
り
「
あ
じ
バ
ス
市
街
地
巡
回

線
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

先
立
ち
、
運
行
経
路
や
利
用
状
況
を
検
証
し
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
運
行
を
目
的
に
行
わ
れ

た
の
が
、
市
街
地
巡
回
線
実
証
運
行
で
す
。

　

実
証
運
行
は
令
和
元
年
度
と
２
年
度
に
期

間
限
定
で
実
施
さ
れ
、
同
時
に
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら

の
本
格
運
行
に
は
、
実
証
運
行
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
や
利
用
者
の
意
見
な
ど
を
で
き
る
だ

け
反
映
し
、
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
巡
回
線
は
、
今
年
５
月
に
移
転
し

た
町
役
場
新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
便
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
創
業
支
援
事
業
（
補
助
金
）　

�

２
０
０
万
円

　

町
内
で
の
雇
用
機
会
の
創
出
と
経
済
活
性

化
の
た
め
、
町
内
で
創
業
す
る
事
業
者
に
対

し
設
備
投
資
な
ど
創
業
資
金
の
２
分
の
１
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。（
上
限
１
０
０
万
円

以
内
）

　

令
和
２
年
度
は
、
２
件
の
事
業
者
へ
補
助

金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
店
舗
に
は
、
町
内
の
み
な
ら
ず
町

外
か
ら
の
訪
問
客
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
の

経
済
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

▼令和２年度の寄附金を活用した事業

産
業
の
振
興

有害鳥獣電気柵設置事業 健
康
福
祉
の
増
進

乳児すこやか支援事業（おむつ助成）
元気な浜づくり推進事業 幼児体力づくり教室委託事業
町観光協会補助事業 子ども応援補助金
有害鳥獣捕獲従事者育成支援補助金 子ども医療費助成事業
創業支援事業 鰺ヶ沢こども園体育教室委託事業
空き店舗対策事業 親子プロジェクト事業
観光ポスター・パンフ等作成事業

そ
の
他

鰺ヶ沢町まちづくり応援補助金
教
育
文
化
の

発
展

小・中学校ＩＣＴ教育推進事業 長平青少年旅行村備品購入事業
小・中学校保健室エアコン設置事業 はまなす公園樹木剪定事業
小学校サッシ等修繕・改修事業 あじバス巡回線実証運行事業
中学校北棟柱修繕・改修事業 町内誘導看板設置事業

令和２年度は、全22事業に約9,300万円が活用されました。

創業支援事業の対象店舗

あじバス市街地巡回線

舞戸小のタブレット学習の様子

児雷也

マルゴトジュース
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　７月９日、鰺ヶ沢ライオンズクラブの戸沼晃会長と野呂貞一
さんが町役場を訪れ、飛沫防止用アクリル板36枚を町に寄贈
し、平田町長に目録を贈呈しました。
　戸沼会長は「対面での会議を行う際など、新型コロナウイル
ス感染症対策に役立ててください」と話し、平田町長は「有効
に活用させていただきます」と謝意を述べました。
　寄贈いただいた飛沫防止用アクリル板は、舞戸公民館で活用
する予定です。

鰺ヶ沢ライオンズクラブがアクリル板を寄贈

　７月６日、つがるにしきた農業協同組合（泉谷利幸代表理事
組合長）の鳴沢りんごセンターで、すいか目揃会が開催され、
農家や市場関係者約50名が、出荷されるすいかの選果基準を
確認しました。
　センターには、ハウス栽培の「つがる丸」と雨避けトンネル
栽培の「羅皇」がそれぞれ100玉並び、つがるにしきた農協の
今隆光すいか班長がポンポンと叩いて選果した後、県内のスー
パーなどに出荷されました。
　今班長は「空洞化しているものが少なく、糖度11度以上の
すいかだけを出荷している。高値での取引きを期待している」
と話してくれました。
　７月後半からは、露地栽培すいかの本格的な出荷時期を迎え、
例年９月上旬まで出荷されます。

美味しさは折り紙付き　すいか目揃会

　７月10日、海の駅わんど駐車場で、鰺ヶ沢高校（成田弘行
校長）の全校生徒40名が、民謡「鰺ヶ沢甚句」に合わせて踊
る「流し踊り」を2年ぶりに披露しました。
　成田校長は「伝統を受け継ぐ決意を持って踊る鰺高生を、地
域の皆さんにぜひ見てほしい」と挨拶しました。
　雨により一時中断する場面もありましたが、学年別に分かれ
た生徒達一人ひとりが、指の先までまっすぐ伸ばし優美に舞い
ました。
　神真輝斗君（３年）は「今年は地元の人に流し踊りを見ても
らえてよかった」と話し、石田怜さん（３年）は「目線をまっ
すぐ伸ばした指先の方に向けて繊細に踊れた」と話してくれま
した。
　流し踊りの詳細は、鰺高通信をご覧ください。

伝統を継承　鰺ヶ沢高校「流し踊り」

　７月５日、鰺ヶ沢地区保護司会（安田悠宏会長）の４名が町
役場を訪れ、菅義偉内閣総理大臣と三村申吾県知事のメッセー
ジを伝達しました。
　安田会長が、「社会を明るくする運動の社会的意義をご理解
いただき、多くの方にご協力いただきたい」と総理大臣メッ
セージを伝えると、加藤副町長は「明るい町になるよう取り組
んでいきます」と述べました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行を防止し、更生した人
への理解を深め、安全で安心な明るい地域社会を築くための全
国的な運動です。
　伝達後、鰺ヶ沢地区保護司会の会員10名は、海の駅わんど
で更生保護周知の啓発活動を行いました。

鰺ヶ沢地区保護司会が総理大臣メッセージ伝達

犯罪や非行のないまちを目指します

左から野呂さん、戸沼会長、平田町長

雨にも負けず最後まで踊りました

すいかを叩いて選別する今班長
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　７月16日、舞戸小学校（藤田昭彦校長）で全校児童による
校内相撲大会が開催されました。
　藤田校長は「最後まで諦めずに一生懸命取組をしてくださ
い」と挨拶し、昨年度優勝した赤石璃愛さん（５年）が選手宣
誓をしました。
　取組は学年男女別のトーナメント戦で、男子は屋外の相撲場、
女子は体育館で行われました。
　土俵際で踏ん張りを見せ、会場を沸かせる取組がたくさんあ
りましたが、中でも３分以上勝負がつかずに取り直しとなった
児童２人には、集まった保護者らから、より多くの拍手や声援
が送られていました。
　１年女子の部で優勝した斎藤妃乃さんは、「決勝では緊張し
たけど頑張った」と話してくれました。
　また、開催にあたり、町相撲協会のほか、五所川原農林高校
相撲部の生徒が、審判員を務めたり児童のまわしをつけるなど
大会運営に協力しました。

★大会結果 （各学年男女優勝者のみ）★
１年 男子 一　戸　一　真 ４年 男子 加　藤　大　惺

女子 斎　藤　妃　乃 女子 神　　　星　名
２年 男子 加　藤　大　咲 ５年 男子 佐　藤　叶　都

女子 相　馬　美桜愛 女子 赤　石　璃　愛
３年 男子 千　田　仁之亮 ６年 男子 吉　田　　　覚

女子 神　　　心　菜 女子 石　澤　心　彩

はっけよ～い、のこった！舞戸小校内相撲大会

　７月16日、舞戸小学校（藤田昭彦校長）６年の長谷川琳君が、
７月22日から兵庫県神戸市で行われる「全農杯2021年全日本
卓球選手権大会」ホープス（小学６年生以下）の部男子シング
ルスへの出場報告のため町役場を訪れました。
　長谷川君が「リーグ戦を突破して、ベスト16に入れるよう
に頑張ります」と意気込みを語ると、阿彦教育長は「最後まで
諦めず頑張ってください」と激励しました。
　ホープスの部には、全国から選ばれた170名の選手が参加し、
各リーグ戦で１位の選手が決勝トーナメントに進みます。
　また、一緒に訪れた弟の志文君（５年）は、７月30日から
岩手県花巻市で行われる「全国ホープス北日本ブロック卓球大
会」に団体で出場します。

県代表として活躍を　長谷川琳君が表敬訪問

　７月11日、鰺ヶ沢こども園（齊藤芳子園長）の園児15名と
その保護者が、こども園ねぷたを引きながら園から旧町役場庁
舎まで練り歩きました。
　保育所からこども園へと受け継がれ、47回続いたねぷた運
行も、来年３月の閉園を受け今年で最後となりました。
　旧町役場前に、転園した園児や卒園した子どもたち、近所の
人が集まる中、年長組はねぷたばやしの太鼓演奏を、年長組・
年中組は遊戯「よっちょれ」を堂々と披露し、多くの見物客か
らの拍手に包まれました。
　年中組の小島叶君は「かっこよくできた」と、はにかみなが
ら話してくれました。

みんなでひっぱれ！けっぱれ！こども園ねぷた

鳴子両手に「どっこいしょ！」

５年生男子の部

３年生女子の部

志文君（左）、琳君（中央）と阿彦教育長
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　このたび、尾崎酒造株式会社（尾崎大社長）が、弘前市の社
会人サッカークラブチーム「ブランデュー弘前ＦＣ」とコラボ
した大吟醸酒「勝(しょう) ～ VICTORY ～」を完成させまし
た。コラボ酒には、県独自酵母「まほろば吟」と県産酒造好適
米「華想い」を使用しています。
　７月20日、町役場を訪れた尾崎社長は「華やかな香りと濃
厚でジューシーな味わい。試合観戦の興奮に負けないものに仕
上がった」と平田町長に報告しました。
　コラボ酒は720㎖入り1,960円（税込）、1,000本限定で尾崎
酒造で販売されています。購入金額の一部はブランデュー弘前
ＦＣへ寄附されます。

尾崎酒造がコラボ酒を発売！

　昨年度から行われている「新小学１年生朝読書スタート事
業」が今年も始まりました。
　これは、町子ども読書活動推進委員会が推薦する図書の中か
ら、児童が選んだものを町が提供し、読書に親しむ習慣を身に
付けてもらうことを目的としています。
　７月21日、日本海拠点館図書コーナーで、神天明君と一戸
一真君（ともに舞戸小１年）に阿彦教育長から児童書がプレゼ
ントされました。２人は受け取った本を大事そうに抱え、神君
は「本をもらって嬉しい」と話し、一戸君は「いっぱい読みた
い」と話してくれました。

新小学１年生朝読書スタート

　メロンなどを生産する北浮田町の長谷川貴輝さんと菓子製造
業の「清野菓子店（清野悟代表取締役社長）」と「銘菓の店山
ざき（山崎康裕社長）」が町観光協会の仲介により、規格外メ
ロンを使用したコラボスイーツを開発しました。　
　７月29日、長谷川さんと販売元である町観光協会が町役場
を訪れ、「メロンサンド」、「ケーキ・ド・大福」、「くずバー」
の完成報告を行いました。
　長谷川さんは「規格外でも味は売られているものと変わらな
い。少しでも鰺ヶ沢産メロンの認知度アップにつながれば」と
話していました。
　メロンスイーツは、海の駅わんど内のシーポッポで８月１日
から１か月間限定で販売されています。

コラボメロンスイーツ３品が完成！

　本町一丁目の藤井スギさんが７月20日、めでたく100歳の
誕生日を迎えました。同日、入所している特別養護老人ホーム
つくし荘を平田町長が訪れ、顕彰状と記念品を贈呈しました。
　藤井さんは、北海道余市町出身。夫の耕之助さんと結婚後、
鰺ヶ沢町に移り住み、４人の子どもと孫７人、ひ孫７人に恵ま
れました。
　施設では、冗談を言って職員を笑わせたり、お孫さんの話を
したりして過ごしているそうです。
　息子の隆さんは「よくここまで頑張って長生きしてくれた。
施設の職員の皆さんのおかげです」と話してくれました。

藤井スギさん　100歳おめでとうございます

100歳を迎えた藤井さん（中央）

大きく入った「勝」の字と濃いピンクのラベルが目印

８月はメロンスイーツざんまい！

本をたくさん読んでね！
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問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］

    

鰺
高
通
信

●
流
し
踊
り

　

７
月
10
日
（
土
）、
海
の
駅
「
わ
ん
ど
」

に
お
い
て
流
し
踊
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
雨

に
よ
る
一
時
中
断
に
も
負
け
ず
、
浴
衣
姿
の

生
徒
た
ち
は
元
気
に
踊
り
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
り
、
町
の
「
無
形
文
化
財
保

存
会
」
の
方
々
が
事
前
に
来
校
し
て
、
鰺
ヶ

沢
甚
句
の
踊
り
方
を
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
本
番
で
は
中
央
公
民
館
や
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
を
着
替
え
や
準
備
に
お
借

り
し
ま
し
た
。
関
係
各
所
の
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

個
人
の
部
優
秀
賞
（
ク
ラ
ス
別
）

　
11
Ｈ
Ｒ　
髙
橋　
理
輝

　
21
Ｈ
Ｒ　
神　
　
実
弥

　
31
Ｈ
Ｒ
（
Ａ
チ
ー
ム
）　
網
野　
寧
皇

　
31
Ｈ
Ｒ
（
Ｂ
チ
ー
ム
）　
寺
沢　
拓
海

個
人
の
部
最
優
秀
賞　
網
野　
寧
皇

団
体
の
部
最
優
秀
賞　
31
Ｈ
Ｒ（
Ａ
チ
ー
ム
）

●
運
動
部
部
長
の
言
葉

　

運
動
部
の
部
長
か
ら
、
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
な
ど
を
終
え
て
の
感
想
や
各
部
の

様
子
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

�

【
31
Ｈ
Ｒ　
佐
藤　
優
吏
】

　

今
年
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
大

会
に
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
３
年
間
で
た

く
さ
ん
の
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
み
ん
な
の

～鰺ヶ沢高校行事予定～
（９月）

・インターンシップ　　９月９日（木）～
　　　（２学年）　　　　　　10日（金）

・炊　 事　 遠　 足　　９月17日（金）

・２ 学 期 中 間 考 査　　９月29日（水）～
　　　　　　　　　　　10月１日（金）

ス
キ
ル
も
上
が
り
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

�

【
31
Ｈ
Ｒ　
成
田　
恵
実
】

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
部
員
数
が

足
り
ず
、
五
所
川
原
商
業
高
校
と
の
合
同

チ
ー
ム
で
練
習
や
大
会
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
、
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練
習
や
大

会
の
送
り
迎
え
を
し
て
く
れ
た
親
や
一
緒
に

チ
ー
ム
を
組
ん
で
く
れ
た
五
所
川
原
商
業
高

校
の
み
ん
な
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
く

れ
た
蝦
名
先
生
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
部

�

【
31
Ｈ
Ｒ　
寺
沢　
　
蓮
】

　

今
年
は
部
員
が
２
人
増
え
、
少
人
数
な
が

ら
も
真
剣
に
練
習
へ
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

き
つ
い
練
習
は
皆
で
乗
り
越
え
、
部
員
全
員

で
２
つ
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
で

は
あ
ま
り
良
い
結
果
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
皆
で
協
力
し
な
が
ら
楽
し

く
陸
上
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
水　
泳　
部

�

【
31
Ｈ
Ｒ　
木
村　
直
生
】

　

今
年
度
の
高
校
総
体
で
は
、
２
０
０
ｍ
平

泳
ぎ
と
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
８
位
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
選
手
権
で
は
２
０

０
ｍ
平
泳
ぎ
で
７
位
、
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で

は
８
位
と
、
２
種
目
で
東
北
大
会
出
場
が
決

ま
り
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　 1 1ＨＲ

　２1ＨＲ

　３1ＨＲ

7

広報あじがさわ９月号　鰺高通信



【９月の乳幼児健診日程】
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　象 持参するもの

乳児健診
９月30日（木）

［13：00～13：20］
中央公民館
２階和室

3か月児：令和３年 5月生まれ
6か月児：令和３年 3月生まれ

10か月児：令和２年11月生まれ

母子健康手帳
バスタオル　　

毎月１日は「あじがさわ健康の日」

～朝ごはんを食べよう～

９月のテーマ「食育」

　皆さんは毎日朝ごはんを食べていますか？
　朝ごはんを抜いてしまうと、脳のエネルギーが不足して集中力や記憶力の低下などにつながるといわれています。
　今回は、朝ごはんを食べることのメリットとポイントをご紹介します。しっかり朝ごはんを食べて元気な１日を
過ごしましょう。

朝ごはんは１日を元気に過ごすためのスイッチ
　　　・体内時計がリセットされて１日の生活リズムが整います
　　　・睡眠中に低下した体温を上昇させ、代謝が上がります

朝ごはんのポイント
　３つの要素をバランスよく食べることが大切です。
　　　・ごはんやパンなどの「炭水化物」
　　　・ヨーグルトや牛乳、たまごなどの「タンパク質」
　　　・野菜や果物などの「ビタミン、ミネラル類」

●９月は健康増進普及月間　　　
●９月は世界アルツハイマー月間

申・問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

健（検）診のお申込み受付中です！
　総合健診・婦人検診・個別健（検）診のお申込みは、随時受付けています。お申込みがまだお済みでない方
は、ぜひお申込みください！
　今年度の総合健診、婦人検診の日程は、次のとおりです。

区分 日　　程 場所 内　　容

総合
健診

  ９月  ９日（木）～   ９月15日（水）
10月13日（水）～ 10月16日（土）
10月23日（土）～ 10月25日（月） 山村開発

センター

特定健診（健康診査）、胃が
ん検診、大腸がん検診、肺が
ん検診

婦人
検診

 ９月10日（金）、11日（土）
10月24日（日）、25日（月） 子宮頸がん検診、乳がん検診

　健（検）診の詳しい内容については、７月上旬に各ご家庭に配布した申込み書類をご覧ください。

結核予防週間 こんな症状はありませんか？
もしかして・・・結核かも！？
 咳が長引く、痰が出る、身体がだるい、微熱がある　
こんな症状が２週間以上続くなら、まず病院へ。9/24 （金）～ 9/30 （木）

五所川原保健所　こころの健康相談
９月９日（木）13：00～14：00
［☎0173－34－2108］（要予約）

まだ間に合います！
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　元気な時だからこそ、前もって希望する生活や医療
などについて冷静に考え、家族や信頼できる人には、
対話だけでなく、エンディングノートなど形として残
せるものを活用すると効果的です。
　希望や思いは変わるものです。何度で
も繰り返し考え、話し合いましょう。

１．あなたの希望や思いについて考えましょう
２．健康について学び、考えましょう
３．あなたの代わりに伝えてくれる人を選びましょう
４．あなたの希望や思いについて話し合いましょう
５．希望や思いを記録として残しましょう

　自分の死や老いについての話題を嫌う人は少なくあ
りません。しかしそれを避け続けているといざという
時に自分の意思を伝えられず、家族が苦しむかもしれ
ません。
　気の重い話ほど、早めに家族と話し合っておきま
しょう。

～「人生会議」を知っていますか？～
こんにちは︕地域包括支援センターです!!

「人生会議」とは？

あなたの思いを共有していますか？

町の相談年代別割合 元気な今こそ「人生会議」を

Ａさん（80代男性）の場合

　 「人生会議」とは、アドバンス・ケア・プランニング（Advance Care Planning）の愛称で、あなたの大切にし
ていることや望み、どのような医療やケアを望んでいるかについて、自ら考え、また、あなたの信頼する人たちと
話し合うことをいいます。

　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。命の危険が迫った
状態になると約70％の方が、これからの医療やケアなどについて自分で決めたり、人に伝えた
りすることが難しくなるといわれています。
　年齢に関係なく、もしもの時のために、前もって考えたり、家族や信頼できる人と話し合って
おくことは、自分自身が安心できるだけでなく、周りの人たちの負担も和らげます。

　プライドが高く、カッとなりやすい性格のＡさん。
　終活や運転免許証返納の話題を出すと、すぐ機嫌が
悪くなるため、家族は何も言えません。
　しかしある日、Ａさんは交通事故を起
こし、意識不明の重体に。
　「後遺症で食事もできないから、管を
通して栄養を入れようか…」「意識もない
のにそこまでするのが幸せかな？」「この
まま死んでもいいのか？」「元気な時に、本人と話がで
きてさえいれば…」
　家族間で意見が分かれ、後悔が募ります。

　鰺ヶ沢町では、日常生活や体調に不安を感じ、相談
に来られる方が年間約200名います。そのうち、75
歳以上の方が約80％を占めます。
　80歳代以上のほとんどの方は、医療やケアについ
てご自身で決めたり、望みを人に伝えたりすることが
難しい状態になってしまってから、ご家族が相談に見
えるケースが多くなっています。

問ほけん福祉課　地域包括支援センター（○内124・125・126・127）

「もしも」に備えて「いつか」ではなく「今」、

さっそく「人生会議」をしてみましょう

人生会議の進め方

90歳代以上

12％

80歳代

53％

75～79歳

16%

70～74歳

10％

60歳代以下

９％

Ｈ30～Ｒ２年度　ご相談年代別割合
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長期間離職されていた方や働きたい高齢の方・短期作業を依頼したい方
「生き活きわーくセンター」をご活用ください

福祉分野における町の取り組み
　生活していくうえで様々な困りごとを抱える地域住民が増加傾向にあります。
　町では、そのような困りごとを抱えた住民の皆さまを支援するため、平成30年度から「多機関の協働による包
括的支援体制構築事業」を鯵ヶ沢町社会福祉協議会に委託し、「あんしん相談窓口あじがさわ」を開設して住民の
皆さまの困りごと解決に向けた支援にあたっています。
※ 多機関の協働による包括的支援体制構築事業とは、生活していくうえで様々な困りごとを抱えた相談者がたらい

回しにならないよう、相談窓口を一本化し、支援関係機関が連携して相談者の困りごとに取り組む事業です。

就労支援ニーズを解決する新たな取り組み
　これまで「あんしん相談窓口あじがさわ」が受けた相談で、
最も多い内容が「就労」に関するものです。様々な理由で長期
間離職されていた方の就労の場がないこと、引きこもりによっ
て就労支援が必要な方、活躍の場を求める元気な高齢者が多く
いるなど、就労に対するニーズが多くあることが分かりました。
　これらの支援ニーズを解決する取り組みとして、今年の７月
に町と町社協共同で「生き活きわーくセンター」を町社協内に
設置しました。

「生き活きわーくセンター」をご活用ください
　当センターが、事業主やご家庭などから受けた作業依頼を、当センターの会員（元気な高齢者や長期間離職され
ていた方など）に紹介します。会員に作業をしてもらうことで、地域づくりの新たな担い手として活躍し、「生き
活き」と暮らしていただくことを目的としています。また、適性に応じて作業を紹介しますので、就労訓練などの
機能も併せ持っています。生き活きわーくセンターを通して就労してみたいという方は、下記により会員登録をお
願いします。
◆対象者
　・おおむね60歳以上の方で就労を通して地域に貢献したい方
　・生活困窮や引きこもりで就労支援が必要な方
　・長期間離職されていた方で就労したい方
◆就労までの流れ
　①町社協で会員登録し、年会費（傷害保険等）を納めます
　② 町社協が開く研修を受けます（就業時の注意点や賃金の支

払いなどについて説明します）
　③町社協が適性や希望に見合った作業を会員に紹介します
　④作業内容に応じて町社協が賃金を支払います
◆作業内容：事業主やご家庭から依頼を受けた短期的なもの
　　　　　　（例）草刈り、家事援助、農作業、粗大ごみ処分、除雪作業、枝切り作業など。
　※事業主やご家庭からの作業依頼（有料）も併せて募集しています。詳細は下記までお問合せください。

申・問鯵ヶ沢町社会福祉協議会［☎82－1602］

生活に関するお悩みや困り事は「あんしん相談窓口あじがさわ」までご相談を！

お金がない…
生活が苦しい

ひきこもりって
治るのかな

働きたいけど
一歩が踏み出せない…

人と関わるのが苦手

費用は無料、秘密は厳守します。
メール相談はこちらから♪ajisya@r15.7-dj.com
ＬＩＮＥ相談はこちらから
友だち追加をして、トーク
からご相談ください♪

働いて地域の
役に立ちたい

「生き活きわーくセンター」が
ありますよ！
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第一中学校線舗装補修工事
工事区間：消防署入口から鳴戸団地公園
工事内容：道路舗装の補修と側溝の入替え
工事延長：100ｍ
工事期間：令和３年４月29日～10月25日まで
施工会社：㈱雁金建設

道路補修・側溝整備工事等にご協力ください
　下記の地点において、道路舗装の補修や側溝の整備などの工事を行っています。付近を通行する皆さまには交通
規制などでご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力のほどお願いいたします。

� 問建設管財課　土木班（○内373・374）

　下記の工事は完成しました。ご協力いただき誠にありがとうございました。

赤石上通り線側溝整備工事
工事区間：赤石上通りの一部区間
工事内容：側溝の入替え
工事延長：120ｍ
工事期間：令和３年６月15日～10月22日まで
施工会社：㈱木村建設

臨海線照明灯修繕工事
工事区間：新設海浜公園入口付近から水屋大橋
工事内容：街灯のＬＥＤ化 
修繕台数：10基
修繕期間：令和３年６月17日～11月15日まで
施工会社：㈱アジデン鰺ヶ沢支店

赤石中通り線舗装補修工事 
工事区間：民宿東洋赤羽から町道交差点
工事内容：道路舗装の補修と側溝の入替え
工事延長：79ｍ
完成月日：令和３年７月９日
施工会社：太田建設㈱
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鰺ヶ沢都市計画道路の変更に係る
説明会を開催します

　町では、事業が長期未着手となっている都市計画道
路の変更（廃止）をする作業を進めています。
　都市計画道路の変更にあたり、皆さまの意見を反映
するために下記のとおり説明会等を開催します。
説 明 会
◆日時：９月８日（水）18：00
◆場所：舞戸公民館　講習室
素案の縦覧
◆縦覧期間：９月９日（木）～９月22日（水）
◆場所：町役場　建設管財課
◆公述の申出： ご意見がある場合は、９月22日（水）

までに公述の申出書を提出してくださ
い。また、郵送での提出も可能ですが
９月22日（水）到着分まで有効とな
ります。

公 聴 会
◆日時：９月30日（木）18：00
◆場所：舞戸公民館　講習室
※ 公述の申出書とは、公聴会に出席し意見を述べるこ

とを申し出るための書類です。
※申出書の提出がない場合、公聴会は開催しません。
 問建設管財課　都市計画班（○内375）

★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「クララとお日さま」
　著：カズオ・イシグロ／出版社：早川書房
　人工知能を搭載したロボットのクララ
は、病弱な少女ジョジーと出会い、やが
て二人は友情を育んでゆく。
　クララはやがて、ジョジー家族の大き
な秘密を知ることに。
　愛とは、知性とは、家族とは？根源的
な問いに迫る感動作。

≪児童書≫「パンどろぼうVSにせパンどろぼう」
　作：柴田ケイコ／出版社：KADOKAWA
　パンどろぼう、それは世界中のおい
しいパンを探しもとめる大どろぼう。
　でもパン屋のおじさんにさとされて、
りっぱなパン職人になりました。
　ところが、世界一おいしい森のパン
屋に、またしても事件の予感が…？

　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで借りる
ことができますので、ぜひご利用ください。
　なお、新刊図書は好評につき、貸出中の場合があり
ます。
　１人２冊までの貸出制限にご理解とご協力をお願い
いたします。〈予約可〉
◇開館時間　９：00～18：00　
◇休 館 日　月、火曜日
 （図書コーナーのみ第４木曜日もお休みです。）
◇返却場所　日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

鰺ヶ沢はまなす学級第４回学習会
～町内視察研修（小雨決行）～

◆対象：おおむね60歳以上の町民
◆参加料：無料
◆日時：10月５日（火）　10：00～11：40（受付9：20～）
◆集合場所：中央公民館
　【出発】10：00　※専用バスで移動　
　【解散】11：30　鰺ケ沢駅着、11：40　中央公民館着
◆内容：町内寺巡り（拝観など）、天童山見学
　　　　※中田総括学芸員の解説付き
◆募集定員：40名（定員に達した時点で受付を終了します）
◆申込方法：下記へ氏名・連絡先・町内名をご連絡ください
◆申込期間：９月13日（月）～22日（水）
※ 集合場所まで、あじバスを利用して参加される方で、時

刻など不安のある方はお気軽に下記にお尋ねください。
※ 若干の徒歩移動もありますので、歩きやすい靴・服装で

お越しください。
 申・問社会教育課　社会教育班（○内365）

室内温水プールからのお知らせ
◆臨時休館日
９月11日（土）　西つがる・北五中学校体育大会新人大会

　第10回チャレンジ記録会
９月12日（日）　第10回冨田重次郎杯水泳競技大会
９月26日（日）～10月３日（日）

館内大掃除・機械メンテナンス
　日程は変更になる場合があります。詳しくは下記ま
でお問合せください。
 問室内温水プール［☎72－5700］
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令和３年度公民館講座「パソコン教室」受講生募集
　町教育委員会では、今年も「パソコン教室」を開催します。各コースともレッスン終了後、パソコンに関する個
別相談（１人10分程度）にも応じます。受講をご希望の方は下記までお申込みください。
※貸出用パソコンを用意していますがノートパソコンの持ち込みも可能です。
◆講師：「みんなでＩＴ」代表　相馬 祐輔 氏 ◆場所：中央公民館 ◆定員：各コース10名
◆受講料：各コース500円（テキスト代） ◆申込締切：９月27日（月）

初級コース（全４回）
久しぶりに操作する方やシニア世代の方におすすめ！
◆開催日：①10月 4日（月）　②10月11日（月）
　　　　　③10月18日（月）　④10月25日（月）
◆開催時間：10：00～11：30
◆学習内容： ワードの基本操作、文書作成（町内会、

PTA活動など）、インターネット検索、
写真取り込み、動画閲覧

中級コース（全４回）　
ビジネスや趣味で活用したい方におすすめ！
◆開催日：①10月 1日（金）　②10月 8日（金）
　　　　　③10月15日（金）　④10月22日（金）
◆開催時間：18：00～19：30
◆学習内容： ワード・エクセル操作の応用編、チラシ

作り、表や住所録作成、インターネット
で買い物や旅行予約

� 申・問中央公民館［☎72－2859］

大切な赤ちゃんを思わぬ事故・ケガから
守りましょう！

★誤飲・窒息の予防★
・ 誤飲しそうな物は、赤ちゃんの手の届かないとこ

ろに置きましょう
・引き出し、戸棚はストッパーをつけましょう
・タバコ、灰皿を放置しません
・バッグ、化粧品、財布を放置しません
・小さなおもちゃも危険です
・植木鉢も危険です
・乾電池、ボタン電池も危険です
　赤ちゃんはなんでも口に入れようとします。誤飲
した物がのどに詰まると窒息する危険があります。
十分に注意しましょう‼

笑顔になあれ💛

問ほけん福祉課　子ども家庭班母子支援センター（○内156・157）� メールアドレス：boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

　鰺ヶ沢高校（成田弘行校長）の２年生10名を対
象に、２回目の「生と性を考える教室」を実施しま
した。
　今回、生徒たちは鰺ヶ沢こども園（齊藤芳子園
長）に出向き、保育士指導のもと、園児と一緒に体
を動かして遊んだり、粘土やゲーム、絵本を読むな
どの保育を体験しました。園児たち、かわいかった
ね♡
　次回は「高
齢 者 疑 似 体
験」を予定し
ています。

生と性を考える教室<第２回>
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法人県民税などの申告は
電子申告が便利です

　県では、「eLTAX」を利用したイン
ターネットによる法人県民税・法人事業
税・特別法人事業税の申告受付を行って
います。自宅・オフィスのパソコンから
申告できる、電子申告に関連した申請・
届出の手続きもできるなどのメリットが
あるので、ぜひご利用ください。
　詳しくは 「eLTAX」 ホームページ
（https://www.eltax.lta.go.jp/）をご覧い
ただくか下記までお問合せください。
　問西北地域県民局県税部　課税課
� ［☎0173－34－2111］

法務局に預けて安心！
自筆証書遺言書保管制度

　昨年７月から、法務局では自筆証書遺
言書保管制度を開始しました。また、今
年４月からは、遺言者の希望により、遺
言者が亡くなった後、遺言者が指定した
方へ法務局が遺言者を保管していること
を通知できるようになりました。
◆制度のメリット
・遺言書を他人に見られることがない
・改ざんや紛失を防ぐことができる
・�自身の財産を確実にご家族などに託す
ことができる
・家庭裁判所の検認不要
・�遺言者の希望により、遺言者が指定し
た方へ遺言書保管を通知
◆手数料：3,900円
　遺言を検討されている方は、ぜひご利
用ください。詳しくは法務省ホームペー
ジか下記までお問合せください。
� 問青森地方法務局　五所川原支局
� ［☎0173－34－2330］

第65回　船員労働安全衛生月間
　９月は船員労働安全衛生月間です。船内
での安全で快適な作業環境と、居住環境を
実現し、船員の労働災害を防止するため、

気をつけよう　いつもと違う小さな
異変　皆で目指そう　安全運航　　

をスローガンに全国で各種運動を行います。
�問国土交通省東北運輸局　青森運輸支局
� ［☎017－739－8112］

労働委員会委員による労働相談会
　個々の労働者と事業主との間に生じた
労働問題（解雇・賃金引下げ・長時間労
働・パワハラなど）について、青森県労
働委員会委員が相談に応じます。費用無
料、秘密は厳守します。
◆対象者：県内の労働者・事業主
◆対応者：青森県労働委員会委員
◆開催日時及び場所
◇青森県労働委員会（東奥日報新町ビル４階）
　９月７日（火）13：30～15：30
　９月26日（日）10：30～12：30
　10月５日（火）13：30～15：30
　10月24日（日）10：30～12：30
◇弘前市総合学習センター２階
　10月10日（日）10：30～12：30
※随時受付していますが予約優先です。
※�新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、マスク着用、検温の実施などの対
応をお願いします。
　詳しくは下記までお問合せください。
� 問青森県労働委員会事務局
［☎017－734－9832／FAX017－734－8311］

「解決の糸口を見つけに行こう！」
相談会開催

　市町村と連携して生活再建相談事業を
行っている消費者信用生活協同組合によ
る無料相談会です。専門スタッフや弁護
士が、お金や暮らしに関する悩みなどに
ついて丁寧に聴き取りし、一緒に解決の
糸口を見つけます。
◆日時：９月25日（土）10：00～16：00
◆場所：弘前市民文化交流館
　　　　（ヒロロ３階多世代交流室）
◆対象の相談：�お金の問題（多重債務問

題など）、遺産相続、不
動産売買、税金など公共
料金の滞納、DV・離婚
問題、その他暮らしに関
する悩み事

◆相談料：無料（事前予約が必要です）
　相談希望の方は下記へご予約ください。
　　　予・問消費者信用生活協同組合　
� 弘前事務所
� ［☎0120－102－354］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内
　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接対
策や応募書類の書き方など、皆さまのお
仕事探しのお手伝いを行っています。ま
た、全国のハローワークで受付した求人
票を見ることができ、季節求人も含め随
時更新されております。ぜひ、お気軽に
ご利用ください。
◆利用日：�月曜日～金曜日（土日祝・年

末年始除く）
◆時間：９：30～17：00
◆場所：鰺ヶ沢町中央公民館１階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

就業環境整備改善支援セミナー
オンライン開催！

　厚生労働省では、事業場における適正
な職場環境形成に向け、労働者を雇用す
る上で必要な労働時間、休日、賃金等労
務管理及び労働災害防止のための安全衛
生管理等に関する知識の習得に向けて、
専門家によるオンラインセミナー等を委
託事業により無料で行っています。
　開催日時やお申込みは専用
ホームページ（https://shuugyou.
mhlw.go.jp/seminar.html）を
ご覧ください。
　監督署においても、働き方改革に取り
組む皆さまを支援する専用相談窓口を設
けていますので、ご活用ください。訪問
支援も行っております。
◆対象者：事業主、人事労務担当者の方
� 問五所川原労働基準監督署
� 労働時間相談・支援班
� ［☎0173－35－2309］

「子どもの人権110番」強化週間
　青森地方法務局及び青森県人権擁護委
員連合会では、下記の強化週間中、平日
の電話相談時間を延長し、土・日曜日も
電話相談を行います。相談は無料で、秘
密は守ります。ひとりで悩まず、ご相談
ください。
◆開催日時

８月27日（金）　 ８：30～19：00

８月28日（土）　
　～29日（日）　 10：00～17：00

８月30日（月）　
～９月２日（木） ８：30～19：00

◆子どもの人権110番相談ダイヤル
� 　☎0120－007－110
　通常は、土・日・祝日を除く平日の８：
30～17：15まで相談を受付けています。
　また、インターネットで
も相談を受付けています。
こちらからアクセスしてく
ださい。
問青森地方法務局［☎017－776－9024］
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青い森林業アカデミー研修生募集
　県では、「青い森林業アカデミー」の令和４年度研修生を９月から募集します。
◆申込資格：�県内で林業への就業を希望し、研修受講時において

18歳以上43歳以下の方
◆募集人員：10名（高校推薦７名、一般３名）

◆研修期間：令和４年４月から１年間　 ◆受講料：118,800円／年
◆研修拠点：�青森県産業技術センター林業研究所�研修棟
　　　　　　（東津軽郡平内町大字小湊字新道46︲56）

◆取得資格：�チェーンソー操作や車両系建設機械運転など
計６種類

◆研修修了後の就業先：�地域の森林を管理する森林組合、植栽や
下刈、伐採などの林業を営む会社等

◆給付金制度：�年間最大142万円を給付する制度がありま
す

　詳しくは、県ＨＰ（http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/academy.html）をご覧になるか、下記までお問合せください。
� 問青い森林業アカデミー［☎017－763－4022］

危険物取扱者試験及び事前講習会
　県危険物安全協会連合会では、危険物取扱者試験及び事前講習会を開催します。
講習会
◆日時：10月12日（火）8：30～　受付／9：00～16：30　法令（危険物関係の法令）
　　　　10月13日（水）9：00～16：30　実務（危険物の性質他）
◆場所：五所川原市民学習情報センター視聴覚室
◆受講料：6,000円（２日間）
◆テキスト代：乙４　4,300円、丙種　4,100円
※当日会場にて受付します。（テキスト配布）
※講習は、テキストに基づき実施します。なお、テキストの事前購入が可能です。
試験案内
◆願書受付期間：【書面申請】９月17日～10月４日、【電子申請】９月14日～10月１日
◆試験日：弘前市11月６日（土）、青森市11月７日（日）、五所川原市11月14日（日）
※�上記以外にも試験日がありますので、詳しいことは各地域の消防本部にある消防試験
研究センター青森県支部発行の受験案内をご覧いただくか、下記にお問合せください。
� 問青森県危険物安全協会連合会　西北五支部事務局［☎0173－34－3165］

【昭和50年代】
　午前は舞戸地区、午後は鰺ヶ
沢地区と１日がかりで運行。当
時は年長児だけで50人以上、保
護者や関係者を合わせると100
人を優に超える大行列でした。
【令和３年の今年】
　感染症対策のため、鰺ヶ沢こ
ども園前から旧町役場駐車場ま
でと、距離を大幅に縮小。全園
児わずか15名ですが、卒園児
や地域の方々も一緒にねぷたを
引き、最後の運行に華を添えて
くれました。

【鰺ヶ沢こども園だより】 Vol.6　　～ねぷた運行の今と昔～

９月30日（木）は

【第３期】
　固定資産税
　 国民健康保険税
　介護保険料
　後期高齢者医療保険料
の納期限となっています。納め忘
れのないようお願いします
　口座振替で納付いただいている
方は、納期限までに口座残高の確
認をお願いします。

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）
☎0173-72-1122

グループホーム うぐいすの里    ☎0173-72-1314

 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 
住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前          ☎0172-55-5858

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 
（ＩＨ

ホームページ　http://otowakai.or.jp/

ヒータ）付

～昭和50年代～
地域の方を巻き込んでの大行列

見物人も大勢いました

～令和3年7月11日～
小規模ながらも

47回目となる最後の運行
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日
本
遺
産
「
北き
た

前ま
え

船ぶ
ね

寄
港
地
」
に
認
定
さ

れ
て
い
る
港
町
・
鰺
ヶ
沢
の
歴
史
さ
ん
ぽ
。

　

今
回
は
、
普
段
何
げ
な
く
見
落
と
し
て
し

ま
い
が
ち
な
北
前
船
の
置
き
土
産
、
知
ら
れ

ざ
る
「
石
」
の
文
化
を
訪
ね
歩
い
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

当
時
は
、
石
も
、
北
前
船
で
運
ば
れ
て
く

る
大
事
な
積
み
荷
の
一
つ
で
あ
り
、
商
品
と

し
て
全
国
に
流
通
し
て
い
ま
し
た
。
と
い
う

の
も
、
船
は
軽
い
荷
物
だ
け
だ
と
、
プ
カ
プ

カ
浮
い
て
安
定
性
が
悪
い
の
で
、
船
底
に
石

を
積
ん
で
バ
ラ
ス
ト
（
重
し
）
代
わ
り
に
も

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
北
前
船
が
立
ち
寄
っ

た
港
々
に
は
、
常
に
瀬
戸
内
や
北
陸
地
方
か

ら
大
量
の
石
材
が
運
ば
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。

実
は
、
鰺
ヶ
沢
で
は
、
北
前
船
が
運
ん
で
き

た
石
は
、
社
寺
や
町
家
な
ど
で
も
普
通
に
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
身
近
な
歴
史

遺
産
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
笏
谷
石

　

ま
ず
は
、
福
井
県
福
井
市
の
足あ
す
わ
や
ま

羽
山
一
帯

か
ら
切
り
出
さ
れ
る
「
笏し
ゃ
く
だ
に
い
し

谷
石
」。
濡
れ
る

と
美
し
い
青
色
の
石
な
の
で
、
町
歩
き
で
す

ぐ
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
延
寿
院
本

堂
の
基き

壇だ
ん

、
新
地
稲
荷
神
社
や
神
明
宮
の
参

道
石
段
、
墓
地
の
古
い
墓
石
、
一
丁
目
の
大

沢
醸
造
店
の
土
台
石
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
所

に
笏
谷
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
内
で
は
、
津
軽
西
海
岸
か
ら
下
北

半
島
ま
で
、
北
前
船
の
寄
港
地
を
中
心
に

１
０
０
ヶ
所
以
上
で
笏
谷
石
製
品
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
御
影
石

　

江
戸
時
代
の
前
半
は
笏
谷
石
が
中
心
で
す

が
、
後
半
は
、
瀬
戸
内
地
方
か
ら
運
ば
れ
て

く
る
「
御み

影か
げ

石い
し

」
が
主
流
と
な
り
ま
す
。
白

く
て
き
め
細
や
か
な
御
影
石
は
、
寺
社
の
石

造
物
や
墓
石
な
ど
の
高
級
石
材
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
鰺
ヶ
沢
で
は
、
北

前
船
に
直
接
関
連
の
あ
る
石
造
物
が
数
多
く

み
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

白
八
幡
宮
本
殿
を
囲
む
玉た
ま

垣が
き

は
、
文
化
13

年
（
１
８
１
６
）
に
建
立
さ
れ
た
県
下
で
も

指
折
り
の
御
影
石
製
石
造
物
で
す
。
玉
垣
の

一
本
一
本
に
は
、
多
数
の
大
坂
商
人
や
、
海

運
関
係
者
と
み
ら
れ
る
塩し

わ
く飽
（
香
川
県
丸
亀

市
）
の
人
名
、
製
作
者
で
あ
る
長
州
赤あ
か

間ま
が

関せ
き

（
山
口
県
下
関
市
）
の
石
工
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
郷
土
カ
ル
タ
か
ら
一
首
。

「
北
前
船
運
び
て
来
た
る
御
影
石　

門も
ん

徒と

の

寺
の
時し
ぐ
れ雨
に
濡
る
る
」（
櫻
井　

颯サ
ツ

）

　

門
徒
の
寺
（
浄
土
真
宗
）
の
願
行
寺
、
来

生
寺
と
も
、
本
堂
ま
で
の
参
道
は
御
影
石
の

石
畳
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
北
前
船
の
寄
港
地
だ
っ
た

鰺
ヶ
沢
に
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
御
影
石
が
運

ば
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

　

瀬
戸
内
か
ら
下
関
、
そ
し
て
日
本
海
を

通
っ
て
鰺
ヶ
沢
に
た
ど
り
着
い
た
遥
か
な
る

石
の
旅
人
た
ち
。
ひ
ん
や
り
と
し
た
石
の
手

触
り
や
、
参
道
を
歩
く
足
裏
に
、
ふ
と
歴
史

の
息
づ
か
い
を
感
じ
て
し
ま
う
の
は
、
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。�

（
町
学
芸
員　

中
田
）

◆鰺ヶ沢町内の主な御影石製の石造物
場所・名称 建立年 主な奉納者（地名）

白八幡宮玉垣 文化13年（1816） 大坂・塩飽・鰺ヶ沢

白八幡宮石灯篭 寛政６年（1794） 大坂・酒田・塩飽

白八幡宮の金毘羅堂石灯篭 弘化２年（1845） 鰺ヶ沢

延寿院の地震供養塔 明和８年（1771） 鰺ヶ沢

願行寺の海難者墓石 嘉永３年（1850） 加賀（破船９名死亡）

願行寺・来生寺の石畳参道。
その他、鰺ヶ沢船問屋の古い墓石の石材に用いられることが多い。

第
２
回　

北
前
船
が
運
ん
だ
石
文
化

延寿院本堂の笏谷石の基壇

白八幡宮本殿の御影石の玉垣

北前船が運んだ笏谷石・御影石の分布
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九く

浦う
ら

制
度
の
成
立
・
展
開
と
鰺
ヶ
沢
②

　

九
浦
制
度
で
は
青
森
と
並
ん
で
「
両り

ょ
う
は
ま浜」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
鰺
ヶ
沢
。
そ
れ
で
は
、

近
世
の
鰺
ヶ
沢
町
は
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を

た
ど
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

弘
前
藩
は
、
鰺
ヶ
沢
を
海
運
・
交
通
の
要

衝
に
す
る
た
め
、
町
の
整
備
・
拡
大
を
行
い

ま
し
た
。
17
世
紀
末
頃
ま
で
の
整
備
・
拡
大

は
、

　

①�

漁
師
町
（
浜
町
）
や
本
町
と
い
っ
た
沿

岸
部
の
町
立
て

　

②�

新
町
・
釣
町
・
新
地
町
な
ど
堀ほ

り

切き
り

沢ざ
わ

方

面
の
町
立
て

　

③�

御お

仮か
り

屋や

（
町
奉
行
所
）
か
ら
中
村
川
ま

で
の
町
立
て
（
米
町
・
七
ツ
石
町
・
田

中
町
・
三
ツ
屋
町
）

の
三
段
階
で
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

①
の
段
階
は
、
早
い
時
期
か
ら
進
め
ら
れ

た
よ
う
で
す
が
、
裏
付
け
る
資
料
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
②
の
段
階
は
、
元げ

ん

和な

元

年
（
１
６
１
５
）
に
「
鰺
ヶ
沢
堀
切
之
城
」

の
建
造
と
新
町
派
立
の
町
立
て
が
行
わ
れ
た

の
に
は
じ
ま
り
、
寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）

に
釣
町
が
、
17
世
紀
半
ば
に
新
地
町
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
堀
切
之
城
」
は
、
天
童
山
に
築
か
れ
た

と
い
わ
れ
る
城
館
の
鰺
ヶ
沢
城
で
、
寛
永
12

年
に
３
代
藩
主
津
軽
信
義
の
弟
信
隆
の
居
城

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
大
塚
家

文
書
」
に
は
、
新
町
の
中
間
く
ら
い
（
願
行

寺
東
側
）
に
城
の
門
を
構
え
た
と
あ
り
ま
す

（『
鰺
ヶ
沢
町
史
第
一
巻
』）。
つ
ま
り
、
新

町
を
鰺
ヶ
沢
城
の
城
下
町
の
よ
う
な
配
置
に

し
た
よ
う
で
す
。

　

③
の
段
階
は
、
鰺
ヶ
沢
城
が
廃
城
に
な
っ

た
１
６
４
０
年
代
以
降
の
動
向
で
す
。
そ
の

一
つ
が
、
万ま

ん

治じ

２
年
（
１
６
５
９
）
の
七
ツ

石
村
の
町
立
て
で
す
。
①
や
②
の
段
階
で
町

立
て
さ
れ
た
地
域
の
周
辺
に
は
、
漁
師
や
農

民
ら
が
住
む
村
が
あ
り
、
湊
町
と
し
て
の
機

能
拡
大
の
た
め
に
町
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。

　

江
戸
時
代
の
村
は
、
米
な
ど
の
収
穫
物
を

年
貢
と
し
て
藩
に
納
め
ま
す
が
、
町
は
商
売

の
売
上
金
の
一
部
を
税
金
と
し
て
納
め
ま

す
。
つ
ま
り
、
町
の
拡
大
は
貨
幣
経
済
の
浸

透
を
意
味
し
ま
す
。
藩
は
町
の
整
備
・
拡
大

に
よ
っ
て
貨
幣
収
入
の
増
加
を
図
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
農
民
や
漁
師
ら
を
貨
幣
経
済
に
巻

き
込
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
周
辺
の
村
や
そ
こ
に
住
む
農

民
・
漁
師
ら
を
取
り
込
む
形
で
、
近
世
の

鰺
ヶ
沢
町
は
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

�

（
青
森
工
業
高
校　

蔦
谷
大
輔
）

第17回
慶安の鰺ヶ沢絵図より

「七ツ石村」と「三ツ屋村」部分
（『ふるさとあじがさわ』p37より転載）

日本遺産「北前船寄港地」展示会
　北前船寄港地３町の歴史や文化を紹介するパネル展。
◆期　　間　９月４日（土）～12日（日）　９：00～16：00
◆場　　所　鰺ヶ沢町中央公民館　２階大会議室
◆解 説 会　12日（日）13：30から１時間程度

日本遺産３港めぐりスタンプラリー
　３町全てを巡ってスタンプを集めた方に、最終寄港地
のオリジナルミニ船絵馬をプレゼント！
◆期　　間　10月31日（日）まで　
◆対応時間　９：00～16：00
◆スタンプ設置場所　鰺ヶ沢町中央公民館、深浦町歴史
　（台紙配布場所）　民俗資料館、野辺地町中央公民館
◆ご 注 意
ミニ船絵馬プレゼント
は、お１人（台紙１枚）
につき１点とさせてい
ただきます。

日本遺産「北前船寄港地」
鰺ヶ沢町･深浦町･野辺地町 きたまえ！港町めぐり

問社会教育課　社会教育班（○内364）　※深浦町・野辺地町の関連イベントについては各町へお問合せください。

　青森県で唯一の日本遺産「北前船寄港地」に認定さ
れている鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町。江戸・明治時
代に北前船が盛んに往来した３町には、船絵馬や石造
物、祭りや食文化など、当時を物語る歴史文化遺産が
さまざまな形で受け継がれています。
　今年、多くの方に北前船ゆかりの歴史を知ってもら
うため、３町による初の連携イベントがスタートしま
した。これを機会に現地に足を運び、見て、知って、
各町の歴史の魅力に触れてみませんか。

３町の担当者、ＰＲイラストを作成した野辺地中美術部員
とデザイナーが連携をＰＲ（７月・野辺地町にて）　　　

ミニ絵馬の絵柄は３町で異なります

★広報広聴担当メールアドレス
　　　　　　　⇒　ajkoho@town.ajigasawa.lg.jp
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防災
食品の家庭備蓄のすすめ

※町では「防災出前講座」を実施していま
す。町内会で自主防災組織を立ち上げてみ
ませんか。講座の申込・お問合せは下記ま
でご連絡ください。

問総務課　防災班（○内317・318）

あ
っ
て
良
か
っ
た
！

家
庭
備
蓄
実
践
ア
イ
デ
ア
！

　

近
年
、
日
本
で
は
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。

　

私
達
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
家

庭
備
蓄
を
非
日
常
の
も
の
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
無
理
な
く
楽
し
み
な
が
ら
、
日
常
の

一
部
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
で
も
自
分
や
家
族
を
守
り
、

心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
備
え
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
備
蓄
の
例

　
「
必
需
品
」「
主
食
」「
主
菜
」「
副
菜
そ
の

他
」
の
４
つ
の
備
蓄
例
が
下
の
図
で
す
。

　

水
は
１
人
１
日
お
よ
そ
３
リ
ッ
ト
ル
程
度

必
要
で
す
。
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
常

温
で
日
持
ち
す
る
も
の
も
適
宜
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。�

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
菓

子
類
も
、
心
を
満
た
す
た
め
に
と
て
も
大
事

で
す
。

■
簡
単
！
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
と
は
、
普
段

の
食
品
を
少
し
多
め
に
買
い
置
き
し
て
お
き
、

賞
味
期
限
の
古
い
も
の
か
ら
消
費
し
、
消
費

し
た
分
を
買
い
足
す
方
法
で
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
常
に
一
定
量
の
食
品
が
家
庭
で
備
蓄

さ
れ
て
い
る
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
は
３
つ
の
ス
テ
ッ

プ
で
行
い
ま
す
。

①
「
蓄
え
る
」
食
品
を
備
蓄
す
る

②�

「
食
べ
る
」
賞
味
期
限
の
古
い
も
の
か
ら

食
べ
る

③
「
補
充
す
る
」
食
品
を
買
い
足
す

★�

普
段
の
買
い
物
の
範
囲
で
で
き
、
買
い
置

き
の
ス
ペ
ー
ス
を
少
し
増
や
す
だ
け
で
済

み
ま
す
。

★�

備
蓄
の
目
安
は
家
族
人
数
×
最
低
３
日
分

で
す
が
、
で
き
れ
ば
１
週
間
分
を
備
え
ま

し
ょ
う
。

■
昔
な
が
ら
の
保
存
食
を
見
直
そ
う
！

　

日
本
で
は
厳
し
い
冬
な
ど
食
料
が
不
足
す

る
時
期
に
備
え
、�

保
存
食
と
い
う
形
で
、
地

域
や
家
庭
で
独
自
の
保
存
食
の
備
蓄
が
根
付

い
て
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
食
品
の
活
用
も

ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

干
し
餅
は
、
乾
燥
し
て
と
て
も
軽
い
上
に

栄
養
価
が
高
く
て
消
化
も
よ
く
、
簡
単
に
流

動
食
に
も
な
る
の
で
、
高
齢
者
の
お
や
つ
や

病
院
食
・
離
乳
食
に
も
な
り
ま
す
。�

　

干
し
タ
ケ
ノ
コ
は
、
干
し
て
乾
燥
さ
せ
る

こ
と
で
、
１
年
を
通
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
の
と
き
に
も

役
立
っ
た
そ
う
で
す
。�

　

漬
物
に
関
し
て
も
、
災
害
時
の
食
べ
慣
れ

た
味
の
非
常
食
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　

避
難
所
に
行
っ
て
も
、
す
ぐ
に
食
料
が
出

て
こ
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
避
難
す
る
際
、

お
に
ぎ
り
や
漬
物
、
普
段
食
べ
慣
れ
て
い
る

パ
ン
・
お
菓
子
な
ど
を
持
っ
て
行
く
だ
け
で

も
、
空
腹
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

ず
は
身
近
な
食
料
か
ら
備
蓄
し
、
災
害
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

必需品

主食

副菜

その他
（適宜）

エネルギー

炭水化物

主菜
たんぱく質

４つの家庭備蓄例
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※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。今月の戸籍の窓

鰺ヶ沢町の交通事故発生状況
（令和３年７月末現在）

▼発生件数　　　　 6件　（＋ 2）
▼死 者 数　　　　 0人　（－ 1）
▼傷 者 数　　　　 6人　（＋ 3）
＜※カッコ内は前年との比較＞

《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課
（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口
（令和３年７月末現在）

▼男　4,351人 （4,358 － 7）

▼女　4,960人 （4,969 － 9）

▼計　9,311人 （9,327 －16）

▼世帯数　4,479 （4,483 － 4）

　※カッコ内は先月との比較

【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038︲2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９⊖４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内

◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）

◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９

◆業　　務
①法律相談（面談による相談。事前予約制。）
・有料での法律相談
・ 無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た
だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※ 65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外出
ができない方など、法律事務所へ赴くことが
困難な場合には、弁護士による出張法律相談
ができる場合があります。お気軽に法テラス
鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。
②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など

～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　 弁護士に相談することなのか分からない場合
でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております(^O^) ／

　　送り付け商法
　７月６日から「送り付け商法」へ新しい規制がさ
れました。送り付け商法とは、注文がないのに勝手
にカニ、マスクなどの商品を送り付けて代金を請求
するという、宅配便を使った押し売りのようなもの
です。
　今回の規制で、注文や契約をしていないのに、金
銭を得ようとして一方的に送り付けられた商品は直
ちに処分（捨てる）してもいいことになりました。
　もちろん、注文していない商品の代金を払う必要
もありません。
　もし請求を受けて困った際には、消費者ホットラ
イン（188番）や法テラスにご相談ください。

 弁護士　遠
えん

藤
どう

　弘
ひろ

士
し

法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信法テラス鰺ヶ沢通信 Vol.₇₀

遠藤弁護士

福　井　省　吾　（82歳）　田　中　町

世　永　三　郎　（91歳）　坂　本　二

長谷川　喜代二　（90歳）　南�浮�田�町

豊　澤　　京　　（92歳）　鳴�沢�駅�前

加　藤　キミヱ　（93歳）　富　根　町

福　井　賢太郎　（51歳）　田　中　町

工　藤　明　義　（59歳）　種　里　町

長谷川　輝　雄　（76歳）　川　　　尻

世　永　津　洲　（79歳）　赤　　　石

山　口　ふ　き　（86歳）　一�ツ�森�町

澁　谷　光　昭　（82歳）　浜�横�沢�町

齋　藤　タ　ケ　（83歳）　　　館

（７月16日～８月15日届出分）

荒　谷　杏
きょう

　華
か

　（佳介）　みどり団地

長谷川　　颯
いぶき

　　（伸一）　松　　　島

須　藤　小
こ

　晴
はる

　（康仁）　　　館

（７月16日～８月15日届出分）

～ご結婚おめでとう！～
（７月16日～８月15日届出分）

（ 佐　藤　　涼　（青森市）
三　上　　奏　（鬼　袋）
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がんばれ！東北大会　
　　　　鰺ヶ沢中生徒が表敬訪問

【東北中学校体育大会出場者】
相撲部　８月４日（秋田県三郷町）
　個人・団体　三浦　孝太（２年）
　個人・団体　小笠原広祐（１年）

水泳部　８月９日～10日（宮城県利府町）
　800ｍ自　 由　 形　成田　琉杏（３年）
　400ｍ個人メドレー　山下龍乃伸（３年）

陸上部　８月８日～９日（秋田県秋田市）
　個人男子 100ｍ　神　　爽志（１年）
　個人男子1500ｍ　須藤　己道（１年）
　低学年男子４×400ｍリレー　
　　　工藤　弘靖（１年）、神　　爽志（１年）、
　　　神　　魁斗（２年）、石田　大虎（２年）、
　　　田村　颯羅（２年）

「地域おこし協力隊」とは、地方自治体が都市地域からの移住者を地域おこし協力隊員として任命し、農業・漁業への従事
やイベントの運営など、様々な地域協力活動を行いながらその地域への定住・定着を図る総務省の取り組みです。

地域おこし協力隊２名が着任！魚を使った新商品開発に挑戦！
　８月２日、地域おこし協力隊委嘱状交付式が行われ、隊員２名に平田町長から委嘱状が交付されました。２名
は鯵ヶ沢町漁業協同組合（冨田重基代表理事組合長）に出向し、町内産の魚などを使った商品の開発や新たな販
売ルートの構築に取り組みます。今年度の任期は令和４年３月31日までで、希望により最長２年延長できます。
　町漁協や海の駅わんど内の直売所などでお見掛けの際は、ぜひお声掛けください。

� 問政策推進課　地域経営戦略班（○内337）

鰺ヶ沢町を選んだきっかけ
　大学時代に所属していた魚突きサークルで、川村
さんと一緒に鰺ヶ沢町を訪れたのがきっかけです。
地域おこし協力隊としての意気込み
　水産業を通して少しでも鰺ヶ沢町に貢献できれば
と思います。
町の皆さんへ一言
　来たばかりで、津軽弁の聴き取りには苦労してい
ますが、温かい目で見守ってください。
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介さん（26歳）
前住所地
　埼玉県所沢市（同市出身）
最終学歴
　東京海洋大学大学院
　海洋科学技術研究科
　海洋資源環境学専攻

鰺ヶ沢町を選んだきっかけ
　釣りが趣味で、子どもの頃から釣りをしに、よく
鰺ヶ沢町に遊びに来ていました。その鰺ヶ沢町で地
域おこし協力隊を募集していると知り応募しました。
地域おこし協力隊としての意気込み
　鰺ヶ沢町の水産業振興のために尽力します。
町の皆さんへ一言
　鰺ヶ沢町の人は親切な人が多いですね。それに甘
えてしまわないよう頑張って活動していきますので、
ご協力いただければと思います。
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前住所地
　 東京都東久留米市（弘前

市出身）
最終学歴
　東京海洋大学大学院
　海洋科学技術研究科
　食品流通安全管理専攻

陸上部（後列）、相撲部（前列中央）、水泳部

　７月21日、鰺ヶ沢中学校（相馬治校長）の
相撲部、水泳部、陸上部の選手が、７月17日、
18日に開催された「第72回青森県中学校体育
大会夏季大会」で優秀な成績を収め、８月上旬
に行われる「東北中学校体育大会」への出場報
告のため町役場を訪れました。平田町長と阿彦
教育長は「町の代表として胸を張って頑張って
きてください」と激励しました。
　相撲部の三浦孝太君（２年）は「個人・団体
ともに良い成績を残したい」、水泳部の成田琉
杏さん（３年）は「800ｍ上位入賞を狙いたい」、
陸上部の神魁斗君（２年）は「タイムを縮めら
れるよう頑張る」と東北大会への意気込みを話
してくれました。
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